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毎日、どの学年も運動会の練習に力を注いでいます。火曜日の全体練習では「みんなの 

力で素晴らしい運動会をつくっていきましょう」といった話をしました。本校では、「規 

律ある集団行動の美しさ、力強さを認識し、協力・責任・公正などの社会的態度を養い、 

所属感を高める」ことを運動会のねらいの一つとしています。ただ単に「速ければいい」 

「強ければいい」「とにかく勝てばいい」というものではないのです。そうしたねらいに

沿って子どもたちを励ましていただくとともに、当日はルールを守って競い合ったことや友達と協力して演技・

活動したことも、具体的にほめていただけたら幸いです。 

さて、本年度も熱中症や紫外線対策のため、全児童席にテントを張ります。決して広い運動場ではないので、

その後ろは児童の行き来のため保護者の方などは立ち入ることはできません。その結果、保護者席は限られてし

まいますが、ご理解とご協力をお願いいたします。また、カメラ席については、譲り合っていただくようお願い

いたします。なお、立って観覧するのが困難な方がいらっしゃいましたら、年長者席をご利用ください。 

このテントをはじめ、後片付けにつきましては、早朝からご来校いただきお疲れのことと存じますが、ぜひ保

護者の皆様のご協力をお願いいたします。ＰＴＡからのプリントで分担が示 

されていましたが、八幡小学校の子どもたち全員のために、運動会を素晴ら 

しいものにつくりあげていく一員として、子どもたち、教員とともに、どう 

ぞお力を発揮してくださいますようお願いいたします。 

また、保護者の皆様には、お配りしたプリントにありますように「車両 

の乗り入れや近隣への無断駐車」「校地内での飲酒・喫煙」「開門前のシー 

ト敷き（順番抜かしも）」等をご遠慮いただくよう重ねてお願 

いいたします。１４０周年の記念となる運動会がトラブルで混 

乱することは、「元気いっぱい 笑顔いっぱい 心を一つに」 

がんばっている子どもたちをがっかりさせることになると思い 

ます。 

八八  幡幡  小小  だだ  よよ  りり  北九州市立八幡小学校 

   校長 田頭 麗宏 
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す
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道 徳 変わります!! 

本年度から、小学校５，６年生に「外国語」（教科）の時間

が設けられたことは「八幡小だより２号」でお伝えしました。

同様に、すべての学年でこれまでの「道徳の時間」が、新た

に「特別の教科 道徳（道徳科）」となりました。 

教科となったことで、教科書が配られ、「あゆみ」でも評価

することになります。もちろん、授業の在り方も変わってき

ます。ポイントとして、①自己を見つめる ②物事を多面的・

多角的に考える ③自己の生き方について考えを深める な

どに重点を置いていきます。キーワードは「考える道徳」「議

論する道徳」です。 

道徳科の学習はこれまで通り 

年間３５単位時間を基本として 

います。機会をとらえ、学習の 

様子や子どもたちの考えを聞い 

ていただけたら幸いです。 

 


